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いの警察署からのお知らせ

被害に遭われた、あなた！　警察は、あなたの味方です。
　警察の人に話を聞いてもらいたいけど、警察署に行くのはちょっと勇気がいると迷われている方、警察では次のような各
種相談電話を設置し、それぞれ専門の職員が相談にお応えします。一人で悩まないで、まずは電話を掛けてください。

習慣にしましょう。交通安全「ま・み・む・め・も」
ま　「待つ」
　　（車が来ていれば、通りすぎるまで待つ）
み　「見る」
　　（横断する前によく見て、左右の安全確認）
む　「無理をしない」
　　（体の調子が悪いときは、無理をしない。危険な

場所での無理な横断を避け、信号機、横断歩道、
街灯のある場所などで行う。）

め　「目立つ」
　　（外出は、反射材や明るい目立つ服装で！）
も　「もう一度」
　　（道路中央でもう一度、左側の安全確認）

◎防災教育が大切です！！
（釜石の奇跡）

　東日本大震災における岩手県釜石市の《釜石の奇
跡》は「津波てんでんこ」にまつわる幼少期からの防
災教育の賜物です。
※釜石の奇跡
　岩手県釜石市内の小中学生（約3，000名）のほと
んど全員が津波から逃れて無事だった事例
※津波てんでんこ
　「津波が来たら各自、てんでんばらばらに一人で高
台に逃げろ」という津波防災の伝承

～ 一人で悩まないで ～
　犯罪の被害に遭うと、その後も事件を思い出して怖くて不安になったり、眠れなくなったりするなど、心身ともにいろいろ
な症状に悩まされることがあります。

　日暮れが早くなるこれからの時期、「出掛けるときは明る
かったのに、帰るときは真っ暗に…」といったことも予想さ
れます。
　暗い時間帯はドライバーから発見されにくいことが事故
につながることがあるため、反射材や白や黄色の明るい服
装を身に着けて外出するよう心掛けましょう。

いの警察署
参 893 ー 1234

気を付けて！身に着けて！
～自分の身は自分で守るために～

　地震や津波といった大きな災害のときには、消防・警察・
行政などの救援が遅れる可能性があることから、救援部隊
が到着するまでの間、地域全体で助け合い、災害に対応し
ていくことが重要となります。警察では、地域防災力（防災
意識）の向上・高揚を図るため自主防災組織などの設立を
支援するとともに、地域住民との協働による防災訓練（避
難訓練・防災教室など）に参加するなど、様 な々活動をして
います。

南海地震に備えよう!!
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